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脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業

事業の目的

○循環器病対策推進基本計画で、脳卒中・心臓病等（循環器病）患者を中心とした包括的な支援体
制を構築するため、多職種が連携して、総合的な取組を進めることとしているが、これまでに都道
府県が医療計画などで実施している対策よりも幅広い内容であり、各医療施設で個々の取組はされ
ているものの情報が行き渡っているとはいえず、全ての支援について、十分なレベルで提供するこ
とに対して課題がある。

○この取組を効果的に推進するため、専門的な知識を有し、地域の情報提供等の中心的な役割を担
う医療機関に脳卒中・心臓病等総合支援センターを配置し、都道府県と連携しつつ、地域の医療機
関と勉強会や支援方法などの情報提供を行うなど協力体制を強化し、包括的な支援体制を構築する
ことにより、地域全体の患者支援体制の充実を図ることを目的とする。
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脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業

＜事業の概要＞
都道府県の循環器病対策推進計画等を踏まえ、自治体や関連する学会等とも連携しながら、
以下の内容に関する事業を行う。
・循環器病患者・家族の相談支援窓口の設置（電話、メール相談を含む）
・地域住民を対象とした循環器病について、予防に関する内容も含めた情報提供、普及啓発
・地域の医療機関、かかりつけ医を対象とした研修会、勉強会等の開催
・相談支援を効率的に行う、資材（パンフレットなど）の開発・提供
・その他、総合支援を効率的に行うために必要と考えられるもの

＜期待される効果＞
・地域医療機関の診療及び患者支援機能の向上が可能となる
・国民がワンストップで必要な情報を得られるとともに、より効率的かつ質の高い
支援が可能となる
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岡山大学脳卒中・心臓病等総合支援センター

• 岡山大学病院内に、2024年7月1日に開設

センター長 岡山大学病院長： 前田 嘉信

副センター長 ：循環器内科： 湯浅慎介
心臓血管外科： 笠原真悟
脳神経外科： 田中將太
脳神経内科： 石浦浩之
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